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1  は  し め  |こ

納豆及び煮豆用加工原料大豆は,外観品質が重視されて

いる。 しかし外国産大豆は裂皮も多く外観品質力す るため
,

裂皮の少ない国産大豆品種の育成が望まれている。本報で

は,裂皮の発生が少ない品種を探索するとともに,最尤法

により裂皮抵抗性遺伝子の数を推定したので,そ の結果を

報告する。

2試 験 方 法

裂皮抵抗性の検定には「吸水・乾燥裂皮検定法」
2)を

用

いた。なお以下本法により発生する裂皮を「吸水裂皮」と

する。

0)試験年次 :1991年～1993年

0 試験場所 :東北農業試験場刈和野試験地

表 1 吸水・乾燥裂皮検定法により裂皮抵抗性が極強及び強と判定された品種

0)供試材料

1)裂皮抵抗性品種の探索

1991年 :313品種・系統

1992年 :100品種・系統

1998年 :335品種・系統

総 計 420品種・系統

2)裂皮抵抗性遺伝子数の推定

刈交351(エ ンレイ×自毛 9号)F,171個体

刈交352(エ ンレイ×ミヤギンロメ)F,134個体

3 試験結果及び考察

表 1に裂皮抵抗性が極強及び強と判定された品種を示 し

た。極強と判定された品種はPeking,一 号早生大豆及び

東山67号の3品種,強と判定された品種はエンレイ,タ チ

スズナリ,兄等計20品種であった。強と判定された品種に

裂皮嬌抗性   極 強 吸水裂皮率(%)

品種・系統名 Pcking     18 8  早金,P1408251,石原大豆,早生夏,Soybeans 882-27,改良白目0),

一号早生大豆   268  タチスズナリ,地蔵,金 ,コ ガネダイズ,雪割豆,兄,改良祇園坊.白 目,

301  エンレイ,祇園坊 3号 ,春日在来,西海20号 ,自 目1号 ,黄色中粒

強

東 山 67号

注 吸水裂皮率は1991年 ,92年及び93年 3年間の平均吸水裂皮率

量林 2号 三二]―― タチスズナリ

表2 刈交732の 吸水裂皮率の世代的変化

品種名・
系統番号

吸 水 裂 皮 (%)
1991年度   92年度   93年度

F5      F6      F7
スズユタカ    ー -      969

-1
-2
-3
-4

77 127
127

394
24 8
318
292
397
288

エ ン レイ    ー    ー    462
732-9-1     177     141     229
732-9-5     177     141     457
732-11-3       30 1        134        798

図 1 裂皮抵抗性極強及び強品種の系譜
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注 刈交732:ス ズユタカ×エンレイ
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表3 裂皮抵抗性に関与する遺伝子数

刈交番号  Log(L)(LN) 総 平 均 相加効果 優性効果 環境分散 推定遺伝子数

351+

352+

07446
07388

01829
01691

-00869
-00063

-19250500
-22985100

00546+++
003861「 F

351‐

352‐

07439
07201

0 1794

00763
00000
00000

00542‥
00485+++

-19434300
-20653700

と 1)+:1遺 伝子当りの優性効果に制限を設けない場合
十 :1遺伝子当りの優性効果が無いと仮定 した場合

2)III:最急降下法のみによる推定値

は,九州の夏大豆が多く含まれていた。図 1に は極強と判

定された東山67号 ,強 と判定されたエンレイ及びタチスズ

ナリの系譜を示した。裂皮抵抗性強の兄は,東山67号 ,エ

ンレイ及びタチスズナリの母本及び母本の親に用いられて

おり,注目された。表 2に は刈交732の 裂皮抵抗性に関す

る選抜結果を示した。1991及 び1992年 に吸水裂皮率の低い

系統を選抜し,1993年には,圃場において草型の良好な系

統を選抜 し,選抜系統の吸水裂皮率を調査した。その結果

裂皮抵抗性弱のスズユタカよりかなり吸水裂皮率が低い系

統が多く,裂皮抵抗性に関する選抜効果が認められた。交

雑育種法を用いて品種を育成する場合,改良すべき形質に

関与する遺伝子数を推定することにより選抜方法,選抜を

開始する世代等を適切に定めることが可能となり,育種効

率を向上させることができる。そこで現在最も推定精度の

高い最尤法 )に より裂皮抵抗性遺伝子の数を推定し,表 3

に示した。その結果 1遺伝子当たりの優性効果に制限を設

けない場合は,遺伝子数は刈交351,刈交352と も2対 , 1

遺伝子当たりの優性効果が無いと仮定した場合は,遺伝子

数は刈交351で 2対 ,刈交352で 6対であった。以上のよ

うに裂皮抵抗性は比較的少数の遺伝子に支配されているこ

とから,裂皮抵抗性に関する選抜は早い世代から行うのが

効果的であると考えられた。

4 ま と め

(1)裂皮抵抗性が極強と判定された品種は Pcking,一

号早生大豆及び東山67号の 3品種,強と判定された品種は

エンレイ等計20品種であった。

12)裂皮抵抗性遺伝子は比較的少数であることから,抵

抗性品種を効率よく育成するには,選抜は早い世代から行

うのが妥当であると考えられた。
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